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トンネル工学委員会委員各位 

公益社団法人土木学会 トンネル工学委員会 

委員長　入江　健二
シールドトンネルデータベース利用分科会への参加のお願い
皆様にはますますご清祥のことと存じ上げます． 

さて，トンネル工学委員会では，「シールドトンネルのデータベース構築に関する検討部会」（平成19年6月～平成23年6月）を設立し，シールドトンネルの建設中の技術情報をデータベース化して利用する方法を検討し，その成果を受けて，平成23年6月に「シールドトンネルデータベース運営部会」を設立し，シールドトンネルデータベース（以後，シールドDBと呼ぶ）実現に向けて作業を進め，平成24年5月に，シールドDBを提供する場として，シールドトンネルデータベース利用分科会を発足しました．

この程，シールドDBに対して頂いた御意見を基に，以下を実施しました．

①シールドDBの利用を検討しやすいように「シールドトンネル技術情報作成マニュアル」の一般公開

②事業者が指示を出しやすいように「特記仕様書への記載例」の作成

つきましては，各委員所属組織におかれましても，当分科会への参加と，技術情報の保存，工事情報の提供にご協力いただけますようお願い申し上げます．
記
○公開資料
1. 一般公開資料（http://committees.jsce.or.jp/tunnel/shielddb_riyou ：土木学会トンネル工学委員会HP内） 

①シールドトンネルデータベース利用分科会への参加のお願い 

②シールドトンネル技術情報のデータベース化に関する検討 報告書 

（シールドトンネルのデータベース構築に関する検討部会の報告書） 

③シールドトンネルのデータベース構築に関する検討部会の報告書概要 

④シールドトンネルデータベースの概要 

⑤対象工事一覧表 

⑥シールドトンネル技術情報作成マニュアル：シールドDBのデータ作成方法 
⑦特記仕様書への記載例

2. シールドトンネルデータベース利用分科会参加者への公開資料 

⑧シールドトンネルデータベース運営部会【要領】：シールドDBの運営に関するルール 
⑨シールドトンネル技術情報作成マニュアルにおける記入シート類
※）上記，文書，シート類の著作権は土木学会が保有しています．
○参加方法
1. シールドトンネルデータベースへ参加：情報提供，利用希望の方（機関）
1) シールドトンネルデータベース運営分科会（tunnel-shielddbmn@jsce.or.jp）へ参加希望を伝える．

2) 送られてくる「シールドトンネルデータベース運営部会【要領】」（⑧）末尾の「様式-1」に記入，押印し，下記へ郵送．

〒160-0004　東京都新宿区四谷一丁目外濠公園内

公益社団法人　土木学会　トンネル工学委員会　シールドDB運営部会
2. 情報提供方法
1) 上記⑥に則り作成された技術情報は各組織で保管．
2) 上記⑧に則り，土木学会へ工事情報（工事概要）のみを提出．

3. 利用方法：上記⑧に則り，利用．
4. 質問等：シールドトンネルデータベース運営分科会（tunnel-shielddbmn@jsce.or.jp）へご連絡下さい．
以上
○仕組み
[image: image1.emf]
※1：定義

提出者：構造物を施工する立場の方々です．

「マニュアル」に則り，技術情報，工事情報を提供者へ提出していただきます．

提供者：主に構造物の建設を発注する，構造物を運用する立場の方々です．

「要領」，「マニュアル」に則り，工事情報を提供していただきます．

利用者：提出者，提供者のみならず，施工者，設計者，研究者の方々もなることができます．

シールドDBのHPにアクセスし，工事情報を検索，閲覧，取得できます．

提供者，利用者ともにシールドDBに会員登録していただきます．

技術情報：収集する全てのデータ．当該事業者と施工者のみが保有．
工事情報：技術情報のうち，どのようなデータが，どこにあるかを示すデータ．データそのものは含まない．
※2：利用方法：取得したい工事の情報があったら，利用者は，所定の手続きの後，提供者と直接交渉する．

なお，提供の可否は提供者に委ねられます．

○意義

・シールドトンネルの施工時データの保存．

・書式の標準化による現場データの共有化推進．
・事業者や発注者間における、シールド工事に関する技術情報の相互補完．
・シールドトンネルの効率的な維持管理の実現．
・シールドトンネルのライフサイクル全体を俯瞰したハード・ソフトの技術開発や，その妥当性を裏づけるデータの蓄積．
上記を通して得られる知見をもとに，
・日本のシールドトンネル構築技術の維持，将来のシールドトンネル構築へのフィードバック． 

・シールドトンネルの耐久性向上，建設・維持管理コストの低減．
・国際建設市場の中で，シールドトンネルに関する日本のプレゼンスを示す．
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